　2007年度「ブロック共同宣教司牧の歩み」の評価
三重地区北勢ブロック
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
　① ブロック司祭団の分担(含む修道者)

　　　 三人の司祭で四小教区（教会）を司牧しているのであるが、三人が平等に司牧を分担しているのではない。それぞれの司祭には担当する教会が決まっており（主任司祭制の時と同じ）、互いに内政干渉はしない。しかし、互いに必要なときには、協力支援の態勢がとれて、共同司牧の成果をあげている。

　　　信徒のほうでも、自分たちの指導司祭として親しみ、信頼関係が成立しやすく、良好な関係が築かれている。また司祭のほうでも、自分に任された信仰上の子として、より深い責任感と司牧的満足を得られるものとおもわれる。

　　　また北勢地区に多い外国人の司牧には、他の協力司祭が不可欠である。幸い北勢地区には、教区から任命された専任の司祭だけでなく、修道司祭が数名おられることや、シスター方（外国人を含む）の助けを得て、十分ではないだろうが、司牧の成果はあがっている。ただ近未来における、外国人（日本人と同化した人たち）と

　　日本人両者で成立する信仰共同体をどのように築いていくのか、まだビジョンが開けていない。

　② 司祭団と信徒との連携体制

　　 　各教会で行われる黙想会や研修会、ブロックの活動としての種々の会（部活動）などを通して、信徒と司祭の関係は以前に比し、飛躍的に良好なものになりつつある。

　　　年末に起こった一司祭の長期入院治療の突発的な事態にも、司祭団と信徒はよく対処し、破綻をきたさなかっただけでなく、かえって共同宣教司牧の共同体のあり方とその意義を実感できた。
　③ 意見交換とコンセンサス

　　　意見交換と、相互理解の場（司祭会議、代表者会議など）は適当に設けられている。また役員レベルだけでなく一般的にも、親睦会や国際ミサの場が、司祭と信徒間のコミュニケーションを良好なものにしている。

２．｢共同宣教司牧的｣な地域教会共同体の動きについて

　① 意思決定のプロセス

　　　小教区内の意思決定は、小教区評議会で、ブロックとしての意思決定はブロック評議会で行われているが、今のところ問題は生じていない。個人レベルでの有意義な発想がどう生かされるのかが今後の課題。

　② 意見交換・意見集約方法

　評議会での意見交換は、小教区・ブロック共に和気藹々と行われ、問題はない。

部会活動がまだ定着していないので、優れた発想をいかしきれていないのではないか。

　③ 情報の共有

　　 　　情報の周知を図る方法は、定番的なもの以外に、一部教会ではHPを始めたところもあるが、一般的には難しい。携帯電話を誰でも持つようになったので、これの有効な使用法があれば教えてほしい。（電話の連絡網は有効な機能を果たしてはいる。）

　　④ 小教区間の協力

　　　　　　ブロック全体の行事（親睦会、子供のサマーキャンプ、諸種の会議など）を通して、

　　　小教区間の協力はスムーズに行われるようになった。

　
３．｢共同宣教司牧｣を支える活動と学びについて

　① 奉仕や福音宣教者としての意識

　　　　　社会の奉仕活動に熱心な信者が、いつの間にか教会から遠ざかってしまったという過去の苦い経験を踏まえて、奉仕活動の意義を再認識する必要がある。

　　　　福音宣教の大切さはわかっても、足を踏み出せない信徒を援助するために、具体的に訓練する場を設ける必要がある。
　② 分かち合いと福音的識別

　　　　分かち合いは比較的に容易に実施できるし、事情が許せば、それを行うようにしている。

　　　　宗教的行為に福音的識別（霊的識別）の不可欠なことは理解してはいても、実際には難しい（特に個人的には）。そのたびに宗教的権威者（司祭、司教、教皇など）の指導を求めていては、自主性に欠けたり、実情を理解してもらうのに時間がかかったりして実際的ではない。要は聖霊の助けと、福音的センスまたは信仰者としての自覚が身についていることが必要であろう。主を中心に、心を一つにして行う集団としての識別には期待が持てる。
　③ ｢部会｣やグループの活動について

　　　部会活動は、一部の部会は（典礼部など）は必要上活動せざるをえず、曲がりなりにも活動しているが、緊急性の乏しい部会は、まだ軌道に乗らない状態である。

　　しかし、年間行事を実行するに当たり、部会の協力の必要性が意識されつつあるので、そのために定期的な部会の集まりや話し合いが行われるように指導する必要がある。

　④ 共同宣教司牧と秘跡・典礼

　共同回心式におけるブロックの担当司祭の協力姿勢は十分に評価できる。

　日曜日のミサとその後で行われる信徒の交わりに関しては、三人の司祭で、四つの教会を担当しなければならないわけだから、どこかにしわ寄せが行く。検討して欲しい。

　⑤ 信仰入門・養成講座

　　　　聖書研究、教理研究、日曜学校などそれぞれの教会で適宜おこなわれている。

　　　　またブロックや地区としても行われており、協力参加が要請されている。

　　　　また司祭不在でも信徒がこれらの入門講座を担当できるように養成される必要がある。さもないと信徒の福音宣教を歌いながら、その使命を果たす能力を与えないということになる。そのため自分の子供にさえ、信仰を教えることができない親では、将来が心配である。

　⑥ リーダー養成・信徒養成

　　　　それぞれの教会なりに、必要に駆られてリーダー的な信徒の養成がなされているわけだが、もっとしっかりしたものにするには教区レベルでの養成コースが必要である。京都中心の養成コースでは地方に利益は回ってこない。この格差をなくすよう真剣に考えてほしい。
